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テキスト版 2021 年 11 月 30 日７刷　訂正箇所
※第８刷より反映させていただきます。

■お詫びと訂正
本書の掲載内容に下記の修正（法改正に伴う修正を含みます）がございました。読者の皆様
及び関係者の方々にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

Ｐ１６　最下段（注）３　文末
【訂正前】安衛則１８条の２
【訂正後】安衛則１８条の２の２

Ｐ６５　左下方吹出　「最大荷重は１ｔ未満」の下段
【訂正前】平積みｍ 3×１．８ｔ未満
【訂正後】平積みｍ 3×１．８ｔｆ未満

Ｐ１１０　【１】『若しくは』の２行目
【訂正前】「Ａ又はＢ若しくはＣ」
【訂正後】「Ａ若しくはＢ又はＣ」

Ｐ１１０　【２】及び・並びに　の下
『「又は」、「若しくは」の後に使用される接続語である』を削除

Ｐ１１７　左上図中の防護棚の角度
【訂正前】25°

【訂正後】20°

Ｐ１１７　左上図下
『建設省指導基準（昭和 39年１月２７日付告示）』を削除



Ｐ１６８　７つ目矢印　減圧の速度の下に挿入
→設備の設置等に関する義務および配慮義務〈高圧則１４条、１５条、１６条、１７条、
１８条〉　・業務の一部を請負人に請け負わせるとき、加圧の速度（１４条）、減圧の速度
（１８条）は請負人も措置の対象としなければならない。ガス分圧の制限（１５条）、酸素
ばく露量の制限（１６条）、有害ガスの抑制（１７条）の措置を講ずること等について配
慮しなければならない。

Ｐ１６８　「連絡」の下部の図
削除

Ｐ１６８　下から３つ目矢印「火傷等の防止」の本文　２つ目に挿入
『・溶接、溶断作業の禁止時は、請負人に周知』

Ｐ１６８　最下段の矢印　タイトル
【訂正前】室内作業者への措置
【訂正後】室内業務従事者への措置

Ｐ１６８　最下段の矢印　本文最下段
【訂正前】で入室させない
【訂正後】で入室を禁止し、その旨を見やすい箇所に表示

Ｐ１６９　「職務」の枠内３つ目
【訂正前】・高圧室内作業者を作業室～
【訂正後】・高圧室内作業者（請負人を含む）を作業室～

Ｐ１６９　「職務」の枠内下から２行目
【訂正前】高圧室内作業者が健康に

【訂正後】高圧室内作業者（請負人を含む）が健康に



Ｐ１６９　最下段の矢印　タイトル
【訂正前】病者の就業禁止〈高圧則４１条〉
【訂正後】病者の就業禁止（請負人へ周知）〈高圧則４１条〉

Ｐ１７０　空気槽：本文１及び４内
　　　　　空気清浄装置等：本文１内
　　　　　送気量：本文１内
　　　　　ボンベからの給気：本文１内　　　全５箇所
【訂正前】潜水作業者
【訂正後】潜水業務従事者

Ｐ１７０　作業計画の準用　箇条文１つ目
【訂正前】労働者に周知
【訂正後】労働者（請負人を含む）に周知

Ｐ１７０　４つ目矢印　送気量の上に挿入
→設備の設置等に関する義務および配慮義務〈高圧則１５条、１６条、１８条〉　
•	業務の一部を請負人に請け負わせるとき、業務間・終了時の重激な業務への従事禁止
（１８条）は請負人も措置の対象としなければならない。
•	ガスの分圧の制限（１５条）、送気（１６条）の措置を講ずること等について配慮しな
ければならない。

Ｐ１７０　ボンベからの給気：本文２内
【訂正前】潜水作業の
【訂正後】潜水業務の

Ｐ１７１　始業点検及び修理：本文３内
　　　　　連絡員：箇条文及び本文１、２、３内　　　全 5箇所
【訂正前】潜水作業者
【訂正後】潜水業務従事者



Ｐ１７１　下から３つ目の矢印　タイトル
【訂正前】潜水作業者の携行物等〈高圧則３７条〉
【訂正後】潜水業務従事者の携行物等（請負人へ周知）〈高圧則３７条〉

Ｐ１７９　下から５つめの矢印　タイトル
【訂正前】診察及び措置〈酸欠則１７条〉
【訂正後】診察及び処置〈酸欠則１７条〉

Ｐ１８０　最下行の上に移動
冷蔵室等に係る措置〈酸欠則２０条〉
タンク等のガス漏出防止措置〈酸欠則２２条〉
空気の稀薄化の防止〈酸欠則２３条〉

Ｐ１８０　上から４つ目の矢印　タイトル
【訂正前】溶接に係る措置〈酸欠則２１条〉
【訂正後】溶接に係る措置（請負人へ配慮・周知）〈酸欠則２１条〉

Ｐ１８０　上から８つ目の矢印　タイトル
【訂正前】ガス配管工事に係る措置〈酸欠則２３条の２〉
【訂正後】ガス配管工事に係る措置（請負人へ配慮・周知）〈酸欠則２３条の２〉

Ｐ１８０　一番下に挿入
→設備の整備等に係る措置に関する配慮義務〈酸欠則２０条、２２条、２３条、２５条の２〉
•	業務の一部を請負人に請け負わせるとき、冷蔵室等に係る措置（酸欠則２０条）、タン
ク等のガス漏出防止措置（酸欠則２２条）、空気の希薄化の防止（酸欠則２３条）、し尿、
汚水等の設備改造作業時の措置（酸欠則２５条の２）を講じること等について、配慮し
なければならない。



Ｐ１８２　下から３つ目の矢印　付着物の除去の上に挿入
→掲示〈安衛則５９２条の８〉
ダイオキシン類の取扱上の留意事項、使用すべき保護具等を見やすい場所に掲示

Ｐ１８２　下から３つ目の矢印　タイトル
【訂正前】付着物の除去〈安衛則５９２条の３〉
【訂正後】付着物の除去（請負人へ周知）〈安衛則５９２条の３〉

Ｐ１８２　一番下　保護具の本文末
【訂正前】使用させなければならない
【訂正後】使用させ、請負人へ周知しなければならない

Ｐ１８２　作業員のアイコン変更
【訂正前】作業員
【訂正後】作業員・請負人

Ｐ１８５　１つ目の矢印　掲示の本文
【訂正前】２．人体に及ぼす作用　　　　４．使用すべき保護具
【訂正後】２．疾病の種類および症状　　４．保護具を使用すること、使用すべき保護具

Ｐ１８５　５つ目の矢印　タイトル
【訂正前】器具、工具、足場等の持ち出し〈石綿則３２条の２〉
【訂正後】器具、工具、足場等の持ち出し（請負人へ周知）〈石綿則３２条の２〉

Ｐ１８５　作業員のアイコン変更
【訂正前】作業員
【訂正後】作業員・請負人



Ｐ１８５　下から２つ目の矢印　タイトル
【訂正前】呼吸用保護具・作業衣の着用〈石綿則１４条、４４条〉
【訂正後】呼吸用保護具・作業衣の着用（請負人へ周知）〈石綿則１４条、４４条〉

Ｐ１８７　１つ目の矢印　発破終了後の措置の本文末
【訂正前】近寄らせてはいけない
【訂正後】近寄らせてはならず、その旨を見やすい箇所に掲示

Ｐ１８７　２つ目の矢印　タイトル
【訂正前】呼吸用保護具の使用〈粉じん則２７条１項〉
【訂正後】呼吸用保護具の使用（請負人へ周知）〈粉じん則２７条１項〉

Ｐ１８８　１つ目の矢印　タイトル
【訂正前】被ばく限度〈除染電離則３条、４条〉
【訂正後】被ばく限度（請負人へ周知）〈除染電離則３条、４条〉

Ｐ１８９　２つ目の矢印　診察等の本文末
【訂正前】診察・処置を受けさせる
【訂正後】診察・処置を受けさせ、請負人には、診察等を受ける必要がある旨周知

Ｐ１８９　３つ目の矢印　汚染拡大防止の箇条１つ目本文末
【訂正前】発生抑制措置を講じる
【訂正後】発生抑制措置を講じ、請負人に対しては、同措置の必要性を周知

Ｐ１８９　４つ目の矢印　汚染検査の箇条２つ目本文
【訂正前】・労働者の身体
【訂正後】・労働者（請負人を含む）の身体



Ｐ１８９　５つ目の矢印　保護具の本文末
【訂正前】着用させる
【訂正後】着用させ、請負人には着用の必要性を周知

Ｐ１８９　作業員のアイコン変更
【訂正前】作業員
【訂正後】作業員・請負人

Ｐ１８９　下から２つ目の矢印　タイトル
【訂正前】保護具の着用等〈除染電離則５条、１６条〉
【訂正後】保護具の着用等（請負人へ周知）〈除染電離則５条、１６条〉

Ｐ２０５　「墜落制止用器具の使用義務」の枠内　下から５つ目
【訂正前】〈安衛則５６３条２項〉
【訂正後】〈安衛則５６３条３項〉

Ｐ２０５　「墜落制止用器具は構造規格に合致するものを使用」の枠
削除

Ｐ２０５　最下行
「ただし、平成３１年２月１日現在で６カ月の経験者等は一部科目省略可能」を削除

Ｐ２０８　ベルトの文言　２箇所
【訂正前】３ｍｍ以上の摩耗
【訂正後】２ｍｍ以上の摩耗



Ｐ２１４　対象
【訂正前】下請負契約の総額が４，０００万円（建築一式工事は６，０００万円）以上の工事
【訂正後】下請負契約の総額が４，５００万円（建築一式工事は７，０００万円）以上の工事

Ｐ２１５　施工体制台帳等の作成の留意点①
【訂正前】下請負代金の総額が４，０００万円（建築一式工事は６，０００万円）以上の場合
【訂正後】下請負代金の総額が４，５００万円（建築一式工事は７，０００万円）以上の場合

Ｐ２１５　施工体制台帳等の作成の留意点③（５）　２箇所
【訂正前】外国人建設就労者
【訂正後】外国人技能実習生等

Ｐ２３２　「配置する担当者・有資格者」列　最下段
【訂正前】有機溶剤業務従事者
【訂正後】有機溶剤業務従事者（特別教育に準ずる教育）

Ｐ２３９　「作業内容（適用範囲）」列　最下段
【訂正前】潜水作業者との連絡作業（２人以下毎に１人配置）
【訂正後】潜水業務従事者との連絡作業（２人以下毎に１人配置）

Ｐ２４８　表下に１行追加
　ダイオキシン類の取扱上の注意事項｜見やすい箇所に｜安衛則５９２条の８


